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自

电

人

が

両

極

分

解

し

て

行

V

と
、
い

う

こ

と

、

'.
.
-
従

っ 

て
；王
の
自
由
人
は
、：：
王
の
自
由
人
で
あ
る
と
共
に
王 

の
.賃
子
貢
納
人
_
.で
あ
を
.と
.い
う
.
一

一

面

的

性

格

を

も

.
つ 

と
い
う
主
張
の
芷
し
ざ
を
確
認
ず
る
9
し
か
し
こ
の 

て
こ
と
は
決
.
し

て

古

典

学

説

の

.
ゲ

■フ
.ォ
ル
グ
シ
ャ
フ
.ト 

i

ヮ
ザ
リ
テ
ー
ト
の
要
因
が
フ

ラ
ン
ク

社
会
に
存
在 

す
る
こ
，と
'を
否
定
.す
る
.こ
と
'で
は
な
く
、
:ま
.

さ
こ
封 

建
知
行
の
こ
の
側
面
に
ょ
っ
て
、

フ
ラ
V
ク
国
家
は 

後
期
封
建
国
家
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

.

.

そ
し
て
、
こ
こ
に
ド
ィ
ッ
帝
国
及
び
王
権
か
ら
発 

,

す
る
知
行
と
請
侯
の
知
行
の
並
行
盼
な
二
元
的
な
知
. 

行
榴
造
の
社
会
的
基
盤
が
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
知
行
制 

と
決
定
的
に
異
な
る
理
由
が
あ
る
：の
で
あ
る
。

一
さ
て
第
六
：章
で
は
以
上
の
ょ
う
な
フ
ラ

，

ン
ク
王
国 

の
史
的
展
開
の
過
程
で
、
王
の
自
由
人
の
転
化
し
た 

王
の
賃
子
貢
納
人
が
、
ド
.ィ
ッ
中
世
の
農
民
層
に
合 

，
況

し

て

行

く

.

こ
と
が
^'
証
さ
れ
、
.
：
第

七

章

.

で
は
.
こ

.
の 

賃
子
貢
納
人
の
耘
化
し
た
上
辍
農
民
に
対
し
、
等
族 

に
い
れ
ら
れ
ぬ
最
下
層
の
非
自
由
農
民
が
考
察
さ
れ 

'る
。そ

し
て
第
二
編「

フ
ラ
ン
ク
時
代
の
王
'領
地」

で 

は
玍
権
の
物
的
土
台
と
し
て
.の
主
領
地
の
問
題
が
分 

祈
さ
れ
る
。
第
一
章
，

「

資
財
帳
範
例」

：
で
は
管
区
に 

よ
り
權
成
さ
れ
る
王
領
地
の
軍
事
的
、
経
済
的
構
造
，

を
分
析
し
、
第
.一
一
章
で
は
ク
ァ
レ
テ
ィ.H'

ン
：帝
国
賃 

子
帳
を
め
ぐ
る
諸
問
.題
、
；最
後
に
'第
一1

一
章
で
は
；口
ル
：
 

.シ
土
.帝
国
賃
子
帳
を
中
心
と
し
■て
■.王
■.領
地
と
-そ
れ
を 

め
ぐ
^
複
雑
な
人
間
関
係
：、
.
歴
史
的
条
件
を
分
聍
し 

て
い
る
。

へ
 

:

.

,

か
く
し
て
本
書
は
中
世
初
期
の
、ド
イ
ツ
の
封
建
社 

会
成
立
史
を
特
に
国
家
と
の
関
係
に
お
い
て
と
ら
. 

え
、

フ
ラ
ン
ク
社
会
の
構
造
的
分
析
を
、
豊
富
な
史 

料
及
び
学
鋭
紹
介
に
ょ
り
つ
.つ
行
わ
ん
と
し
た
点
に
.
 

お
い
て
、
こ
の
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
々
に

と
つ
て 

.極
め
て
貴
重
な
研
究
書
で
あ
る
。
但
し
初
学
者
に
と 

っ
そ
は
予
備
的
な
学
習
と
共
に
本
書
を
読
む
必
要
が 

あ
ろ
ぅ
。

.

(

泉
文
堂
,
A 

5 

.

.

一一
 
九
四
頁
.
七

o

o

F g)

:

丨

寺

尾

.
誠
丨

/J
. 

J
 

•
ス

ぺ

今

ラ

！
!

、

W 

• 

R 

• 

T 
レ 

X
I

:
『

経

済

思

想

論

文

集
』

-'
.

:

.

•

s
s
a
y
s

 i
n

M
cs'
o
m
i
c 

Thougiit: Aris- 

totle: to Marshall,

o.
:
d
i
t
e
'
d
. 

b
y

 

‘ 

Joseph 

J. 

Spengler a
n
d

 William E. Alien, ,1960)

貴
重
な
研
究
は
必
ず
し
も
単
行
^
/
の
が
た
ち
を
と

.

八

八

(

四
三
四)

ら
な
い
で
、
し
ば
し
ば
学
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
ま 

ま
と
な
っ
て
い
る
.

の
で
、
よ
ほ
ど
丹
念
に
調
ベ
て
い 

.

な

い

と

見

逃
す
こ
と
が
多
い
。
と

の

書

は

、

.一
九

三 

〇
年
代.

か

ら

今

日

に.

至
る
ま
で
の
間
に
、

S
o
u
t
h
e
r
n

 

Economic'. 

Jcmrnpl, 

T
h
e

 

J^meriGan 

E
c

o-n
o
m
i
c 

R
e
v
i
e
w
'

 

T
h
e

 

Quarterly 

J
o
u
r
n
a
l

 o
f

 E
c
o
n
o
m
i
p

 

T
h
Q

 

Jm/rylpl 

of 

Political 

E
c
o
n
o
m
y
, 

T
h
e

 

5

|
泽

^
J
r3 .
0

§
 J

o
u
r
n
a
l

 of E
c
o
n
o
m
i
c

s3 

T
h
e

 E
c
o
n
o
m
i
c

 Journal, T
h
e

 

caylpdipjl 

Joru/TTial 

of 

E
c
o
n
o
m
i
c
s

 

p
n
d

 

Political 

scieylce,. 

Econow,icpr 

The. 

R
e
v
i
e
w

of
 

E
c
o
n
o
m
i
c
w
u
d
i
e
s

な
ど
に
発
表
さ
れ
た
経
済 

思

，

想
.に
，聞
す
：る
重
要
な
論
文
三
一
篇
を
集
め
た
も
の
. 

で
、巻
末
に
.く
わ
し
い
索
引
が
付
き
、極
め
て
便
利
な 

も
の
で
あ
る
0

ス
コ
ラ
哲
学
、
重
商
主
義
、
古
典
学
. 

派
、

マ
ル
ク
ス
、
歷
史
学
派
、
制
度
学
^
、

限
界
学 

派
、
新
古
典
学
派
な
ど
六
部
門
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ 

に
、「

こ
の
諸
論
文
に
扱
わ
れ
た
主
題
を
経
済
学
史 

の
発
展
の
中
に
位
®
づ
け
、
ま
た
こ
れ
ら
の
論
文
と 

は
違
っ
て
扱
わ
れ
た

り
、
ま
た
は
全
く
扱
わ
れ
な 

'か
っ
た
.よ
ぅ
な
関
連
し
.
.た
：題
材
.を
.示
.す
た
.め
.に」 

(
p
r
e
f
a
c
e
)

序
論
が
.添
え
ら
れ
て
あ
る
。

編
.者
は
古
代
キ
.リ
シ
■.ャ
か
■ら
マ
ー
シ
ャ
ル
に
至
る

経
済
学
の
発
展
を
示
そ
う
と
.つA

T

め
た
：が
、
こ
れ
だ 

け
の
大
き
な
範
囲
に
，わ
た
る
と
、
.収
録
す
.る
論
文
の 

選
択
は
か
な
り
問
題
と
な
ろ
5
0 

.

「

選
ば
れ
た
論
文 

と
-編
者
の
序
論
'は
、
重
要
な
著
作
家
.

か
、
ま
た
は
西 

洋
経
済
学
の
狢
展
に
従
っ
て
そ
.の
思
考
方
法
.を
反
映 

す
る
有
意
義
で
線
括
的
な
思
®
を
扱
っ
て
い
る
0
こ 

の
よ
う
に
し
て
、.
思
想
と
著
者
だ
け
で
な
く
、
時
代 

と
賭
学
派
も
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
：る
o」(

p
H<J
>
H»
fo
o
<l
>) 

と
あ
る
よ
う
に
、
主
と
し
.て
研
.究
の
対
象
を
も
と
に 

編
集
.さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
ブ
て
研
究
の
水
準
と 

し
て
は
必
ず
し
も
妥
当
で
な
い
場
合
も
あ
る
け
れ
ど 

も

先

ず

代

表

的

な

：
論

文

集

，
で

、

主

な

執

筆

者

は

J

.
，
J
 

•,ス
•へ

ン

グ

ラ

ー

、
B
.
.
W
♦
デ
ム
シ
ィ
、

.V 

,°
D 
•
グ
ラ
ン
プ
、
R
.
ル
I
ヴ
ァ
、
M

•
ア
ー
キ. 

ゾ
’
 

A
. 

I 

•

ブ
ル
A
.
.フ
ィ
I
ル
ド
、
B

‘

F

•
.

ホ
•.
 

ゼ
リ
ッ
ツ
、
E 

.力

.ゥ
ダ
.
l、
H
v
M
*
: 
ロ
バ
|
ト 

.ス
ン
.、'
-W
. 

L 

•
テ
ィ
一
ラ
I

、
... 

J 

.

ヴk

ィ
.ナ
I
、

T 

• W *

ハ
チ
ス
ン
、
G
* 

J •
ス
テ
ィ
グ
ラ
ー
、

J
..
 

M 

•カ
ッ
セ
ル
、

R

L
 

•
ミ
I
ク
、
H

，
ダ
.

ロ
ス
マ
ン
、
{
1
,
.
£
-
|
*

ホ
ゥ
マ
ン
、
A

.

J
 

• 

ニ
コ 

ル
、
.
F
'
.
.
H

:•
:
ナ
.
.ィ
>.
-'
>
:
M
.
•
.

フ
リ
ー
ド
.マ
.ン
、
.
o 

•
G'
.>.
ユ.■
1
ア
、
G

>
F
. 

•
.

シ
ャ
ヴ
、
，
N 

.

.

力
..ル
.ド 

7
な
ど
で
あ
る
。
ァ
メ
リ
力
経
済
学
協
会
か
ら
一.
八
：： 

八
〇
年
以
後
の
経
済
.学
定
期
刊
行
物
文
献
目
録
が
出

.

新

刊

初

介

，

る
の
で
.、'
 

ビ
ブ
リ
，オ
グ
ラ
フ
ィ
..は
つ
‘い
て
.い
，な
.ハ
0-.

丨

白

井

.
0
1

'

.

本

'

 

•

 
*

 

*

■

-

-

:
: 
■
 

,
 

花
井
益1

著

' 
_
 

.

.

-

;

.

■.'パ『

価

値

と

：.貨

幣

』

：'
'
、.

r 

.
 

.

.

V,

.

本
書
は
花
井
氏
が
一
九
§

¥

か
ら
芄
九
年
に
.か 

.け
て
、
富
大
^

要
経
済
学
部
論
集
、
経
済
評
論
な
ど 

に
発
表
さ
れ
た
価
値
論
関
係
の
誰
論
文
を
忆
録
し
た 

も
の
で
あ
る
。

：

戦
後
の
わ
が
.国
に
，お
け
る
マ
ル
ク
ス
価
値
論
の
研 

究
は
数
多
く
の
論
争
を
経
て
、
琨
大
な
文
献
を
累
積
..
 

.す
る
に
'
ぃ
た
っ
た
。
し
が
し
こ
れ
ら
.の
論
争
が
、.

ど 

.

れ
ほ
ど
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
かAJ 

い
：う
こ
.と
に
っ
ぃ
て
は
疑
問
を
惑
じ
だ
い
で
は
い
ら 

れ
な
い
。.
価
値
論
に
.関
す
る
論
争
は
、
論
争
の
た
め 

の
論
争
と
い
う
観
を
呈
し
、
な
ん
ら
'の
解
決
も
あ
た 

え
て
い
な
い
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
：の
原
因
が
価
'®
'.

論
の
研
究
が
、価
値
論
.そ
の
も
の
の
解

.

.
釈

に

終

始

し
、
 

ょ

り

具

体

的

な
理
論
と
の
関
速
を
失
っ
た
こ
と
に
あ 

っ
た
と

考
え
る
こ
と

■
は不
当
で
，は
な
い
で
あ
ろ
う
。■

い
IV
か
え
る
な
ら
ば
、

」

価
値
諭
は
経
済
を
.分
析
す
る 

.た
め
の
ア
パ
レ
ィ
タ
ス
で
あ
る
ご
と
.が
認
識
し
て
い 

な
か
っ
た
点
_に
ぁ
る
の
で
は
な
：ぃ
だ
ろ
ぅ
~0

、

■

'
本
書
に
収
録
さ
れ
た
諸
論
文
も
、
わ
が
国
に
お
け 

る
価
値
論
研
究
の.
.こ
の
.

ょ
う
な
面
を
.は
っ
き
り
と
み 

せ
て
い
る
。
著
者
は
序

で

、
，本
書
の
論
文
は
ど
れ
も. 

「

糖
密
な
思
考
を
瀘
過
し
て
書
い
た」

も
の
で
あ
り
、

ま

た「

カ
ッ
コ
つ

き

の

_
ー

セ

•.オ
リ

ジ
ナ
リ

チI

で 

，は
'な
く
.「

真
.の
.
.オ
リ
ジ
.ナ
リ
チ
.

」

を
う
ち
だ
そ
う
と 

し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
—I
真
の
オ
リ 

ジ
ナ
リ
チ」

は
あ
く
ま
で
%■
解
釈
の
..

「

オ
リ
ジ
ナ
'リ 

チ
!-
.:；
で
あ
？
て
、
価
値
論
研
究
に
新
し
い
方
向
を
あ 

た
え
る
ょ
$
な

「

オ
リ
ジ
チ
リ
チ

」

で
は
な
い
。
む 

し
ろ
本
書
の
意
義
は
価
値
諭
の
白
本
的
研
究
の
姓
格 

を
認
識
さ
せ
、
価
値
論
研
究
へ
の
反
省
.を
伲
十
こ
と 

に
あ
る

か
も
し
れ
な〕

。
収
録
論
文
が
戦
後
の
論
争 

の
多
く
の
問
題
に
わ
た
つ
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
を
た 

す
け
る
で
あ
ろ
'

う
。.
な
お
本
書
.に
収
録
，さ
れ
て
い
る 

論
文
は
.つ
.ぎ
の
'
.と
お 
'

り
'

で 
>

あ
る

0
.

第

I

部

.'C
D
T

生
産
力
表
現
と
し
て
.の
使
用
価
値 

——

使
用
価
値=

生
産
ガ
表
現
•
価
値=

生
產
関
係 

.表
現
I

」

一
九
五
三
㈡_

「

複
雑
労
働
の
還
元
を 

め
ぐ
る
諸
問
題
.

j

一.九

五

四

闫

「

価
値
法
則
の
現 

象
的
解
釈——

山
本 
一
一
H
丸
氏
の
主
張
.に
た
い
す
る 

反
論
一
：

r
O

一
九
五
五
㈣
‘
価
値
法
則
と
市
場
価 

値」

一
九
五

八

㈤
ー
国
際
価
値
法
測」

一
九
五
一 

第

--f

部

：

㈠

「

商
品
の
貨
幣
へ
の
転
化——

方
法
論

八

九

(

四
三
五)

.


